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リーシュマニア原虫はどのようにしてマクロファージに接着し、侵入していくのか？ 

（走査電顕のよる観察）
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リーシュマニア症における感染の最初のステップは、sandflyの消化管内のリーシュマニア原虫が

皮膚内に注入されることから始まる。鞭毛を持つリーシュマニア原虫はマクロファージとランダム

な接着が起こり、マクロファージ内に取り込まれると考えられている。感染が成立した宿主のマク

ロファージ内では、消化管内でpromastigoteの状態にあったリーシュマニア原虫が鞭毛を持たな

いamastigoteに変化し、鞭毛は非常に短い痕跡的な鞭毛としてflagellar pocket内に隠れてしま

う。そして感染細胞内で分裂、増殖したamastigoteは最終的に組織内に放出される。ところで、

マクロファージと原虫の接着に重要な要素は、原虫の表面を被っている膜成分、主にgp63あるい

はLPG(lipophospoglycan)と言われており、そのことがマクロファージと原虫の接着がランダム

に起こることを支持する根拠になっている。それでは、どのようにしてpromastigiotesはマクロ

ファージに接着し、侵入していくのか？過去の報告をみると、flagellar tip、flagellar base、

aflagellar pole(posteriol pole)がマクロファージに接着することが報告されている。我々は過去

の報告を検証する目的で、走査電顕を使用しpromastigoteとマクロファージの接着の形態を観察

したので報告する。 

方法： L. (L) major (MHOM/SU/73/5ASKH)とBALB/c マウス由来のマクロファージ(J774-

1A)を６時間混合培養した。それを遠心回収した後、グルタールアルデヒドで固定し、エタノール

系列で脱水し、酢酸イソアミルに置換後、臨界点乾燥装置で乾燥した。さらに白金コーテイングを

行い、走査電子顕微鏡で観察した。 

結果： L. (L) majorのマクロファージへの接着形態は、１）flagellar tip、２）flagellar base、

３）aflagellar tip (posterior pole)によるマクロファージへの接着以外に、４）

promastigotebodyによるマクロファージへの接着も観察された。 

考察： L. majorのJ774A1マクロファージへの接着はflagellar tip、flagellar baseあるいは

aflagellar pole(posterior pole)のみならず、体部でも接着が起こることがわかった。その理由と

して原虫の膜成分を構成しているgp63やLPGなどが原虫表面全体に分布していることによるのか

も知れない。 
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